
2017年 5月 5日 

聴覚障害学生「俳句・漫画」学習指導略案 

 

１ 対象 

  筑波技術大学に在籍する聴覚障害のある学生 20名 

 

２ 指導の形態 

  通常教室 90分授業 

 

３ 指導の目的 

１） 俳句や漫画の分野でも聴覚障害者による作品がいくつかあることを知る。 

２） 聴覚障害者自身の作品を鑑賞し、視覚要素、ろう者の生活文化、ろう者コミュニティ
との繋がりの３点をポイントに分析する技術を身につける。 

３） 漫画が聴覚障害者にどういう影響を与えているかを学ぶ。 

 

４ 指導にあたって 

・ ワークシートを配布、終了時にスライド資料を配布する。 

・ ワークシートを使ってグループ活動ができるようレイアウトを考える。必要に応じてブ
ギーボードを利用させる。 

・ 坂口環さんの４コマ漫画のコピーを準備する。配布して授業後直ちに回収。 

・ 日本聴力障害新聞を課題で用いる。 

 

５ 本時の展開 

過
程 

学習活動 指導・支援内容（留意事項及び配慮事項） 評価の観点 

導
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展
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芭蕉の俳句に
おける聴覚イ
メージを理解
する（10分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
聴覚障害のあ
る俳人 3名の紹
介と、彼らが詠
んだ俳句を読
むときのポイ
ントを理解さ
せる（10分） 
 
 
 

本授業の流れを説明する。まず俳句、次に漫画を扱
う。 
 
S3で松尾芭蕉の俳句を二題示す。学生に「古池や〜」
を手話で表現させる。 
発問 
・芭蕉は古池のそばにいるのだろうか？ 
・芭蕉は蛙が飛び込むのを見ているのであろうか？ 
次に別の学生に「閑けさや〜」を手話で表現させる。 
発問 
・静かなのか、うるさいのか？ 
・そもそも芭蕉は蝉の聲を聞いているのか？ 
※「聲」は漫画「聲の形」と同じ。「声」の旧字。 
聴覚イメージを作るためには下から上の方向に読む
方法もあることを説明し、切れ字「や」の働きにつ
いても解説した後、次に進む。 
 
S4 で聴覚障害のある俳人がいることを示し、彼らの
俳句を読むに３つのポイントを押さえておくことを
説明する。 

1. 俳句に視覚的なイメージを感じ取れるか？ 
2. 俳句に聴覚障害者の生活文化を読み取れる

か？ 
3. 彼らは他の聴覚障害者と交流を持っていた

か（ろう者コミュニティ） 
 
S5で聴覚障害のある俳人 3名について説明する。 

コミュニケーシ
ョン方法を調整
できているか【観
察・発問】 
 
入学以前に身に
つけた教養を活
かせているか【発
問】 
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と
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3 名それぞれの
俳句を紹介し、
分析させる（20
分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
俳句セッショ
ンのまとめ（5
分） 
 
 
 
漫画と聴覚障
害者の関わり
を認識する（10
分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ろう者の描い
た漫画を分析
する（30分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
本時学んだ内
容を復習し、将
来を意識する
（5分） 

・ 3名それぞれの生きた期間：村上と阿波野は
重なる。 

・ ろう者コミュニティ：聾学校ができた、補聴
器が外国から入ってきたのは村上以降。 

・ 村上と阿波野は交流していた。 
 
S6/7/8 で杉山の俳句を紹介し、俳句の意味を理解さ
せるとともに、学生に、視覚イメージ・ろう者の生
活文化の点で考えさせる。 
 
S9/10で村上の俳句を紹介し、俳句の意味を理解させ
るとともに、学生に、視覚イメージ・ろう者の生活
文化の点で考えさせる。 
 
S11で阿波野の俳句を紹介し、俳句の意味を理解させ
るとともに、学生に、視覚イメージ・ろう者の生活
文化の点で考えさせる。 
 
俳句セッションの復習として、ろう者コミュニティ
の B&Cモデル(S12)を用い、３人の俳人がモデルのど
の部分に位置していたのかを考えさせる。 
※時間に余裕があれば、吉沢昌三先生、あるいは卒
業生の俳句を紹介する。(S13.14) 
 
S16で、漫画が聞こえない自分たちに必要と思える場
合、その理由を 10名ほどの学生にあげてもらい、ホ
ワイトボードに書く。S16で理由を整理し、発問にて
漫画と聴覚障害者の関わりを認識する。 
発問 
・漫画で学んだ擬音語は何があるか。 
・漫画で敬語の使い方を学べたかな。 
・漫画を読んで原作を読みたくなったかな。 
・漫画から生まれた手話表現は。 
S17.18 で 30 年前の聴覚障害者の手記から社会背景
も関係することを学ぶ。この流れで、「なつマン」と
いうろう者の漫画同人誌があったことを紹介し、聴
覚障害者自身も漫画を描くのが好きな人、得意な人
がいることを確認する。 
 
S20 で漫画を描いているろう者、坂口環さんを紹介
し、分析のポイントは俳句と同様であり、特に「漫
画に聴覚障害者の生活文化を読み取れるか？」を意
識して、坂口氏の４コマ漫画を分析させる。コピー
の配布。分析ができたら、４人ほどのグループで、「ろ
う者文化ベストワン」を決める。 
 
漫画セッションの復習として、俳句セッションと同
様にろう者コミュニティ B&C モデルを用い、坂口氏
が文化の発信源に位置することを確認させる。 
 
教員が発問する形で、学生に本授業で学んだことを
確認できるようにする。 
発問例： 
・ 聴覚障害のある俳人３人の名前は。 

 
 
 
 
 
 
教員の説明を理
解できているか
どうか【観察】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
授業の流れを理
解できているか
【発問】 
 
 
 
自分の意見をき
ちんと言えてい
るか【発問】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ポイントを理解
して分析作業を
しているか【観
察・発問】 
 
 
 
授業の目的を理
解できているか
【発問】 
 
教員の説明を理
解できているか
【発問】 
 



 ・ 聴覚障害者の作品を見るときのポイントは。 
最後に、S22を示して、聴覚障害者でなくきこえる人
が描いた作品に聴覚障害者がどのように描かれてい
るかという視点でまとめた書籍があることを紹介す
る。 

 
 
 
 
 

 

さらに深く学ぶために 

・ 永井哲 1998年 「マンガの中の障害者たち」 

・ 日本聴力障害新聞縮刷版（四コマ漫画、俳句など） 

・  


